
転倒災害を防止しよう！

釜 石 労 働 基 準 監 督 署

令和3年における転倒災害の内訳
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事故の型別 労働災害発生件数の推移

転倒 墜落・転落 はさまれ・巻き込まれ 動作の反動・無理な動作

冬期に集中︕

この２０年間 減っていない転倒災害︕︕

高齢者に集中︕
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冬季の転倒防止対策
• 大雪、低温に関する気象情報を関係者への周知
• 気象状況に応じた出張、作業計画等の見直し
• 屋外通路や駐車場における除雪
• 融雪剤の散布による安全通路の確保

屋内の転倒防止対策
• 出入口などの滑りやすい場所滑動防止措置
• 段差の撤去もしくは「足元注意」の表示
• 床の油汚れや床面が水などで濡れた際の速やかな除去
• 転倒災害のリスクに応じた「危険マップ」の作成

転倒等リスク評価セルフチェック表

身体活動に必要な機能は、加齢とともに徐々
に低下していくことから、労働者が自らの身体
機能の変化に気付き、転倒等のリスクを把握す
る方法として、「転倒リスク評価セルフチェッ
ク票」がまとめられました。「高年齢労働者の
安全と健康確保のためのガイドライン（エイジ
フレンドリーガイドライン）」においても、そ
の活用が推奨されています。

釜 石 労 働 基 準 監 督 署

いわて年末年始無災害運動 釜石署版より


